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研究の目的 

近年，AR・MR・VR 等の現実には存在しないものを可視化するリアリティ技術は，様々な分野で利用されるよ

うになってきている．これらのリアリティ技術は，建設業界においても利用されつつあり，センサー計測値や図面・

BIM の仮想情報を施工現場で表示するシステムの開発が進められている．本報告では，実施工現場のクレーン作業

において隣接建物から発せられるマイクロ波の電波干渉を防ぐシステムに MR 技術を活用した事例を紹介する． 

技術の説明 

建設現場に隣接する放送局のアンテナから発せられるマイクロ波にクレーンブームや吊荷の干渉を回避するシ

ステムを，MR 技術を活用して開発した．クレーンの各部に設置された衛生測位端末の位置情報をもとに，クレー

ンとマイクロ波の離隔距離をリアルタイムに計算し，離隔距離に応じて警告する．また，作業者が視覚的に離隔距

離を認識できるよう，施工建物とクレーン，マイクロ波の 3D-CAD から構成される BIM をスマートデバイス（タ

ブレット端末，スマートグラス等）上に実寸大で MR 表示し，マイクロ波とクレーンの離隔距離を可視化する．  

主な結論 

・ MR 技術と高精度測位技術を現場施工に適用し，クレーン作業における危険回避や施工の合理化に役立てた．  
・ 開発システムについて，市街地での GNSS 測位精度・スマートデバイス使用性等の課題を抽出した．  
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